
近
代
国
家
を
目
指
す
日
本
に
と
っ
て
、

大
き
な
分
岐
点
と
な
っ
た
日
露
戦
争
。

「
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
撃
破
」
と
い
う
歴
史
的

勝
利
の
陰
に
は
、
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
中

南
米
で
の
日
本
人
外
交
官
の
活
躍
が
あ
っ
た
。

７
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
中
南
米
で
外
交

官
を
務
め
、
退
官
後
も
文
化
外
交
に
尽
く

し
た
堀
口
九
萬
一
で
あ
る
。

閔
妃
事
件
へ
の
連
座

　

１
９
１
０
年
の
日
韓
併
合
か
ら
１
０
０

年
目
を
迎
え
た
今
年
。
新
た
な
時
代
を
共

に
歩
み
は
じ
め
た
日
本
と
韓
国
だ
が
、
日

韓
併
合
に
先
立
つ
１
８
９
５
年
に
起
き
た

「
閔び

ん

妃ひ

事
件
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
日
本

人
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
清
戦
争
終
結
か
ら
半
年
後
の
10
月
８

日
深
夜
、
事
件
は
起
こ
っ
た
。
約
50
名
の

日
本
人
の
一
団
が
京
城（
ソ
ウ
ル
）の
王
宮・

中
南
米
と
の
文
化
外
交
に
尽
力
し
た

堀
口 
九
萬
一  

駐
ブ
ラ
ジ
ル
公
使

外
交
史
家
・
法
学
博
士  

松
村
正
義

【ほりぐち・くまいち（1865～1945）とその時代】1894年8月日
清戦争、9月初の外交官領事官試験。1895年4月下関講和条
約、10月閔妃事件。1899年堀口、ブラジル赴任。1904年日
露戦争。1908年第1回ブラジル移民船。1913年メキシコで軍
事クーデター。1918年堀口、駐ブラジル特命全権公使。1920
年国際連盟発足。1922年ブラジル独立百年祭。1933年日本、
国際連盟脱退。1935年堀口、文化使節として中南米へ。

（写真・外務省外交史料館所蔵）
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景
福
宮
に
押
し
入
り
、
李
王
朝
第
26
代
国

王
・
高
宗
の
皇
后
・
閔
妃
を
殺
害
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
関
係
者
の
中
に
、
駐
韓
国

公
使
館
の
領
事
官
補
と
し
て
赴
任
し
て
き

た
ば
か
り
の
堀
口
九
萬
一
が
い
た
。

　

日
本
は
当
時
、
同
年
４
月
17
日
に
締
結

し
た
下
関
講
和
条
約
で
、
清
国
に
韓
国
独

立
を
認
め
さ
せ
、
遼
東
半
島
お
よ
び
台
湾
・

澎
湖
諸
島
を
譲
渡
さ
せ
た
ほ
か
、
多
額
の

賠
償
金
を
得
た
。
し
か
し
１
週
間
も
経
た

ず
し
て
、
露
独
仏
３
国
か
ら
の
強
圧
的
な

干
渉
に
よ
り
遼
東
半
島
を
清
国
へ
返
還
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

韓
国
の
宮
廷
で
は
、
国
王
の
父
・
大
院
君

が
率
い
る
親
日
派
の
勢
威
が
衰
退
し
、
閔

妃
を
中
心
と
し
た
親
ロ
シ
ア
派
の
勢
力
が

急
速
に
増
大
し
て
い
く
。
こ
の
情
勢
の
急

変
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
の
が
、
駐
韓

公
使
・ 

三
浦
梧ご

ろ
う楼

と
公
使
館
書
記
官
・
杉

村
濬ふ

か
しで

あ
る
。
２
人
は
、
同
年
９
月
の
あ

る
日
、
堀
口
を
呼
び
、
離
宮
に
幽
閉
さ
れ

て
い
る
親
日
派
の
大
院
君
に
秘
か
に
面
会

し
て
再
起
を
促
す
よ
う
要
請
し
た
。

　

当
時
の
韓
国
宮
廷
で
は
、
会
話
は
必
ず

立
ち
聞
き
さ
れ
、
す
ぐ
に
話
の
内
容
が
漏

れ
て
し
ま
う
状
況
に
あ
り
、
筆
談
が
上
策

と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
韓
国
語
が
で
き

な
か
っ
た
堀
口
は
、
一
計
を
案
ず
る
。
厳

重
な
監
視
の
中
を
潜
り
抜
け
て
大
院
君
と

密
会
し
た
堀
口
は
、
再
起
を
促
す
日
本
側

の
計
画
に
つ
い
て
、
得
意
と
す
る
漢
詩
を

通
じ
た
筆
談
で
伝
え
た
の
で
あ
る
。
後
に
、

こ
の
時
の
こ
と
を
「
長
い
外
交
官
生
活
で

た
っ
た
一
度
だ
け
経
験
し
た
『
無
言
の
問

答
』
劇
だ
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
約
１
カ
月
後
、
韓
国
内
外

を
震
撼
さ
せ
た
「
閔
妃
事
件
」
が
発
生
し
、

堀
口
は
国
際
的
重
大
事
件
に
関
与
し
た
と

し
て
一
時
非
職
と
な
る
。
し
か
し
翌
年
の

広
島
裁
判
で
無
罪
と
さ
れ
、
同
年
２
月
に

は
外
務
省
に
復
職
。
以
後
、
長
期
に
わ
た

り
ブ
ラ
ジ
ル
に
在
勤
す
る
こ
と
に
な
る
。

初
の
外
交
官
領
事
官
試
験
合
格
者

　

１
８
６
５
年
１
月
、
新
潟
県
古
志
郡
長

岡
町
（
現
・
長
岡
市
）
に
生
ま
れ
た
堀
口
は
、

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
後
、
司

法
省
に
在
籍
し
た
が
、
１
８
９
４
年
９
月

に
実
施
さ
れ
た
初
の
外
交
官
領
事
官
試
験

に
合
格
し
、
韓
国
・
仁
川
、
京
城
に
赴
任
。

閔
妃
事
件
後
、
外
務
省
に
復
帰
し
た
堀
口

は
、
ま
ず
中
国
・
沙
市
在
勤
を
命
ぜ
ら
れ

る
。
次
い
で
外
交
官
補
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ

に
赴
任
し
た
後
、
１
８
９
９
年
11
月
に
初

め
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
を
踏
む
。
堀
口
に
と
っ

て
は
こ
の
転
勤
が
、
そ
の
後
の
ブ
ラ
ジ
ル

を
は
じ
め
と
す
る
中
南
米
諸
国
と
の
縁
故

を
生
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
事
実
、
１

９
１
８
年
７
月
に
特
命
全
権
公
使
と
し
て

再
び
ブ
ラ
ジ
ル
に
赴
任
し
、
駐
在
す
る
こ
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と
延
べ
７
年
間
に
も
及
ん
だ
。

　

こ
の
間
、
堀
口
が
日
本
と
は
大
き
く
異

な
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
生
活
や
文
化
に
つ
い
て

見
聞
を
広
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
ア
マ
ゾ
ン
と
い
う
地
名

の
由
来
、
特
有
の
食
べ
物
や
動
物
、
南

半
球
な
ら
で
は
の
ク
リ
ス
マ
ス
風
景
…
…
。

尽
き
る
こ
と
な
い
堀
口
の
好
奇
心
は
、
そ

の
後
の
執
筆
活
動
か
ら
も
伺
え
る
。

一
刻
を
争
う
外
交
で
軍
艦
を
獲
得
し
、

日
露
戦
争
の
日
本
海
海
戦
に
貢
献

　

中
南
米
に
お
け
る
堀
口
の
事
蹟
は
、
文

化
的
貢
献
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　

日
露
戦
争
開
戦
直
前
の
１
９
０
３
年
12

月
20
日
、
小
村
寿
太
郎
外
相
か
ら
在
ブ
ラ

ジ
ル
公
使
館
の
臨
時
代
理
公
使
で
あ
っ
た

堀
口
の
許
に
、
一
通
の
暗
号
電
報
が
届
く
。

当
時
、
同
公
使
館
は
南
接
す
る
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
も
兼
轄
し
て
お
り
、
暗
号
電
報
に
は
、

こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

　
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
２
隻
の
軍
艦
が
イ
タ

リ
ア
の
ゼ
ノ
ア
で
建
造
中
。
ロ
シ
ア
政
府

は
、
そ
れ
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
買
い
受

け
た
い
と
し
て
交
渉
中
な
る
も
、
代
金
の

支
払
い
方
法
で
意
見
が
一
致
せ
ず
、
交
渉

は
停
滞
中
と
伝
え
ら
れ
る
。
貴
官
は
、
直

ち
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
急
行
し
、
日
本
へ

譲
り
渡
す
よ
う
交
渉
あ
り
た
い
」

　

こ
の
報
を
受
け
、
堀
口
は
す
ぐ
に
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
を
発
つ
。
５
日
後
の
25

日
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
到
着
す
る
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
で
ど
の
官
庁
も
休
暇
で
あ
る
。

し
か
し
堀
口
は
、
無
理
を
承
知
で
同
国
の

外
務
大
臣
や
海
軍
大
臣
へ
連
絡
を
取
り

続
け
て
面
会
し
、
遂
に
軍
艦
２
隻
の
日
本

へ
の
譲
渡
の
約
束
を
取
り
付
け
て
い
っ
た
。

ま
さ
に
、
一
刻
を
争
う
国
運
を
賭
し
た
外

交
交
渉
で
あ
り
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
時

の
昂
揚
し
た
気
持
ち
た
る
や
察
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
の
両
艦
は
「
日
進
」「
春
日
」

と
命
名
さ
れ
、
日
露
戦
争
の
命
運
を
分
け

た
と
も
言
わ
れ
る
日
本
海
海
戦
に
参
戦
し
、

「
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
壊
滅
」
に
貢
献
し
た
。

　

ま
た
、
２
度
目
の
ブ
ラ
ジ
ル
駐
在
以
前

の
１
９
１
３
年
、
臨
時
代
理
公
使
と
し
て

赴
任
中
だ
っ
た
メ
キ
シ
コ
で
は
、
軍
事
ク
ー

デ
タ
ー
に
遭
遇
す
る
。
こ
の
時
、
殺
害
さ

れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
デ
ロ
大
統
領
の
遺

1922年、ブラジル独立百年祭に際し、特派大使派遣が
閣議決定された書類。堀口駐ブラジル公使がその特派大
使に任命された（史料・外務省外交史料館所蔵）
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松村正義  まつむらまさよし
１９２８年福井県生まれ。東京大学法学部
卒。１９５２年外務省入省。１９７０年ニュー
ヨーク領事。１９７５年国際交流基金勤務。
１９７９年法学博士。１９８５年コロンビア
大学東アジア研究所客員研究員。１９８８
年帝京大学教授。２００３年日露戦争研究
会会長。主な著書に『日露戦争と金子堅
太郎―広報外交の研究―』（新有堂）、『ポー
ツマスへの道―末松謙澄とヨーロッパの黄
禍論―』（原書房）、『新版　国際交流史
―近現代日本の広報文化外交と民間交流
―』（地人館）、『日露戦争１００年―新しい
発見を求めて―』（成文社）他、論文も多数。

外務省外交史料館
〒106-0041 東京都港区麻布台1-5-3
TEL：03-3585-4511
http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/
honsho/shiryo/

族
の
求
め
に
応
じ
、
日
本
公
使
館
に
彼
ら

を
保
護
し
た
堀
口
は
、
革
命
軍
に
対
し
て

毅
然
と
し
て
日
本
の
武
士
道
を
説
き
、
遺

族
の
安
全
を
保
証
さ
せ
た
と
い
う
。

　

堀
口
は
、
１
９
２
５
年
、
駐
ル
ー
マ
ニ

ア
公
使
を
最
後
に
外
務
省
を
退
官
す
る
が
、

そ
の
後
は
中
南
米
へ
の
日
本
の
文
化
使
節

と
い
う
大
き
な
使
命
が
待
っ
て
い
た
。

初
の
文
化
使
節
と
し
て
再
び
中
南
米
へ

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
１
９
２
０
年
、

平
和
維
持
の
た
め
国
際
連
盟
が
発
足
し
、

そ
の
中
に
知
的
協
力
国
際
委
員
会
が
設
け

ら
れ
る
と
、
世
界
の
主
要
国
で
は
自
国
の

文
化
を
海
外
へ
積
極
的
に
紹
介
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
対

外
文
化
機
関
で
あ
る
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ

ン
セ
ー
ズ
の
拡
充
を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ
の

ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
、
イ
ギ

リ
ス
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
創

設
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
そ
う
し
た
状
勢
を
背
景
に
、

１
９
３
３
年
の
国
際
連
盟
脱
退
で
生
じ
た

政
治
的
な
国
際
的
孤
立
化
を
文
化
的
に
回

避
し
よ
う
と
、
翌
年
、
㈶
国
際
文
化
振
興

会
（
現
・
国
際
交
流
基
金
の
前
身
）
を
設

立
す
る
。
そ
の
文
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、

１
９
３
５
年
、
中
南
米
事
情
に
通
暁
し
た

堀
口
が
文
化
使
節
と
し
て
同
地
域
へ
派
遣

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。５
月
に
東
京
を
発
っ

た
堀
口
は
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
、
モ
ン
テ

ビ
デ
オ
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、メ
キ
シ
コ・

シ
テ
ィ
を
歴
訪
し
、
11
月
に
日
本
に
帰
国
。

実
に
半
年
間
に
も
及
ぶ
中
南
米
大
陸
の
文

化
的
巡
訪
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
中
南
米
で
は
盛
ん
に
講
演
会
が

行
わ
れ
て
お
り
、
堀
口
も
講
演
を
第
一
の

宣
伝
活
動
と
し
、
日
本
の
近
代
化
か
ら
軍

国
主
義
と
武
士
道
、
腹
切
り
と
人
道
主
義
、

新
芸
術
と
詩
歌
と
い
っ
た
聴
衆
か
ら
の
多

岐
多
彩
な
質
問
に
も
積
極
的
に
答
え
た
。

そ
れ
は
、
口
も
立
て
ば
筆
も
立
っ
た
博
学

多
識
の
堀
口
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
可
能
だ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
堀
口
は
、
終
戦
直

後
の
１
９
４
５
年
10
月
31
日
に
死
去
す
る

が
、
そ
の
才
能
は
、
長
男
で
あ
る
詩
人
の

堀
口
大
学
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

【
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